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The sl吋 ywas un恥rtakento producc the inbred strain of ]apanese quail. The quail 
population selected ove1' 20 gcnerations 101' large body siz巴 andthe 1'andomb1'ed popula-
tion were used. The intensive inbreeding was made to 8th gene1'ation. We discussed 
the causes of inbrceding dep1'ession and th巴 methodsof producing inbred strain. 
1) Hatcl叫 )ility，viability and age at fi1'st cgg were affected to a greatcr extent by 
inbrccding than fertility， body wcight and egg weight were. 
2) The i巾 rcdgroup (C group) fr・omrandombred population exterminated after 5th 
generation， but the inbred group (L group)介omselected pOpl出 tions町 vivedto 8th 
generatwn. 
3) Significant diffcrcnccs between L and C group wcrc observed in the degree of in閉
breeding depression and the number o[ inbrecding gencration. It might bc suggested 
that inbrccding depression in quail was caused by decrease o[ heterozygosity o[ polygenes 
rather tban by increase of homozygosity of deleterious genes. 
近親交配が家岩谷・家禽の適応皮I乙関する諸特質Kil1k影響をおよぼすことはよく知られている.
このいわゆる近交退化現象はとくにお類において顕著に認められ，脊稜上の重要な課題とされて
きた.
日本ウズラの近交退化については，すでにいくつかの報告2)3)8)10)があり，いずれも全兄妹交配
(Full-sib mating)を数世代続けると繁殖能力が著しく退化し， 系統の維持すら閤英語になるとい
う点で一致している. しかし，近親交配を始める基縫集団の遺伝的特性や近親交配の程度によっ
て，退化現象のあらわれ方に違いが認められる.
本実験は，成立経肢を5もにする 2集団のウズラに対して，それぞれ強度の近親交配を行ない，
そのさい観察されるj[e交迭化現象の議いから，その原田究明と近交系ウズラの作出法に検討を加
えたものである.
材料および方法
近交系作出のためのウズラは， これまで20世代にわたり 6週i始時体重を指標として選抜を行
なって造成してきた体重大系統1)と当研究室で維持3しているランダム交配群の 2集団から選出し
た. ζれらのウズラを用いて体重大系統内の近親交配区 (L区)， ランダム交記務内の近親交配
思 (C区)および対照区としてのランダム交記区 (R区)の計3毘を設け， ζれを 0-1笠代として
以後の世代を進めた.01立代における家系数は， L思:14， C思:18， R区:20で，各区の Pair
mating数は23であった. L区と C 区の近親交配の進め方として， 0批代は半兄妹交配， 1世代
と2世代は全兄妹交配， 3世代は系統内交配， 4世代以降は再び会兄妹交配を行なった.
各世代の種卵のふ化は， 2-3自迷続して行ない， 2回目のふ化ヒナが10-12適齢rc速した後
Pair matingを行なって次代のヒナを得るための種卵を採取した.ヒナの育成は2:im齢まで育す
う器内で，以後100日齢まで温度 20ごと20C，照明141寺関に調整した環境調務室内で、飼育した.ヒナ
は2-4適齢の関，約40羽を 1群.とする群銅用ケージ (50x100x40c立1)rc，その後は単倒用
ケージ (10x 21 x 11 cm) ~と収容して飼育した. 飼料はふ化後 1週間市販の鶏m幼すう飼料を，
2避齢以後はウズラ用疑卵倒料を粉状のまま給与し，欽水lま不断給水とした.
受精率とふ化本の音1-算にあたっては，入卵前14 日拐に産卵したm~を対象とした。入卵後19EI日
までふ化しなかった卵はすべて割卵して肉眼的に受精の有無を判定した.死亡した肢については
別に作成した発生機本から発生中止日除を推定した.育成準は6週紛の生存羽数lともとづいて計
算した.体重測定は毎週1悶午前中に実施したが， 100日l始までに性成熟に逮しなかった俗体は
体重の集計ーから除外した. 性成熟日l姶lま， 雄では?包様物質が奨受け板lζ排出された最初の EIを
もって，雌では正常卵を産卵した最初の日をもってそれぞれ示した.
産卵形質については 100臼鈴までの記録を使用し，破Oliと軟卵は産卵数に加えた.卵重は91-
100日総の間iと産卵した卵の平均値で示した. また，次i笠代lと子孫を残す割合を検討するため，
Verghese と Nordshogl1)が示した産øß率，受給率，ふ化率，~存率の 4 形質を乗じた適応度指
数を求めた.本実験では100日齢までのへンディ産卵率，受精ー芸名，ふ化率(ふ化羽数/受精卵数)
および6週鈴までの育成率の依を乗じて適応度指数とした.
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1. 系統数と供試羽数:各l立代の系統数と 6週lit時羽数は第 1表l乙示すとおりであった. ラン
ダム交配を行なった対照iまでは，世代を進めても系統数は維持され，供:試羽数は十分に確保され
た.しかし， L況では系統数が1世代と 2世代で著しく減少し， 6世代では2系統を残すだけと
なった.C lRでは31笠代以降において系統数の減少が著しく， 3世代で系統内交配を行なって適
結験実
Number of strains and birds at 6 weeks of agc. Table 1. 
No.ofbirds No. of strains 
R 
190 
168 
287 
269 
168 
312 
295 
C 
??
??
? ?
??
????
?
? ?
? ヮ ?
? ??
L 
227 
227 
164 
63 
35 
51 
63 
R 
????
???
??
?
? ?
???
????
C 
???????????
L 
????
Generation 
L: Inbrcd group in strain sclected over 20 gcnerations for large body size. 
C: Inbred group in randombred population. 
R: Randombrecl population. 
応度の閥復をはかったにもかかわらず，その後も減少がっつーき，ついに5世・代において伎成熟lζ
達する倒体が符られず，すべての系統が絶滅した.供試羽数は系統数の減少とともに少なくなり，
L底では 61政代以降の系統維持がかなり困難となった.また， C区では5世代で供試できる個体
が全くいなくなった
2. 受精率，点、化率および育成率:世代ごとの受精率，ふ化率および6週齢までの育成率を第
2表に示した.対照援では 6世代まで80-9396の高い受精率を保ったが， L 区と C 区では世代
を進めていく過程で急激な低下が見られた.L区は 5肢代まで60-7996を維持したが6泣代で38
96R:， C区では 41世代までは65-8296を保ったが5世代で2996にそれぞれ急激に低下した.ふ化
本も，対照区は 6 一段代まで52~7296 と比較的変動なく推移したのに対し， L Iまと C区は2世代
で171くも悲しい低下を示し， 3 t!.t代以降においても13~3496 と低い依を維持r した. 6 j!]!1鈴までの
育成~R:関しては，世代を進めても極端な低下が認められなかった R 区と比較して， L 区と C 区
は世代を重ねるにつれて徐々に低下した.このようにこれら 3形質における近親交配の悪影響は
ふ化率に最も強くあらわれた.ふm~中の肢の死亡は第 3 表lζ示すとおり，版発生の過程で奨なっ
ていた.対照区ーではふイヒ直前の死亡率が高いが， L [8:と C[まのj圧死亡はふ化直前よりもむしろ
ふ卵初)W~lflJ切にかけて多く見られ，近級交配院において発生初期に高い}圧死亡率を示すことが
ふ化率の低下をもたらした主な際関と考えられる.なお近交31丘代の受精卵数に対する臨死亡率
は， L区:82.8タム C区:79.296， R 1玄:38.596であり，近親交配区は対照区の 2倍以上の高い
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依を示した.
Fertility， hatchability and viability (0-6 week). Tablc 2. 
Viability (%) Hatchabilityl) (%) Fertility (%) 
R 
78.5 
84.5 
90.0 
75.6 
64.1 
88.6 
90.2 
C 
78.5 
81.6 
58.3 
47.9 
54.0 
0.0 
L 
91.0 
79.3 
68.3 
34.9 
35.4 
54.8 
30.0 
R 
63.4 
72.2 
55.6 
52.2 
52.9 
60.4 
63.7 
C 
63.4 
51.3 
22.5 
11.7 
15.0 
14.3 
57.7 
55.8 
31.8 
13.0 
31.2 
33.5 
12.7 
L R 
82.1 
83.1 
81.1 
80.2 
85.6 
90.4 
93.0 
C 
82.1 
76.2 
65.0 
65.3 
81.4 
28.6 
L 
78.9 
77.2 
63.3 
60.2 
68.5 
72.5 
37.5 
Generation 
????
1) Hatchabi1ity per egg set. 
Embryonic losses by inbreeding. Tab1e 3. 
PipSl) (%) Morta1ity (%)迄8days Morta1ity (%)く8days 
R 
20.7 
12.3 
17.9 
21.8 
20.3 
26.9 
19.8 
C 
20.7 
5.9 
25.8 
27.6 
16.7 
0.0 
L 
8.6 
8.1 
10.5 
16.7 
10.6 
14.4 
8.3 
Eえ
5.3 
4.9 
6.5 
10.0 
8.1 
2.3 
6.3 
C 
5.3 
8.0 
17.3 
25.1 
17.8 
50.0 
L 
8.3 
8.1 
14.6 
28.2 
11.8 
21.8 
31.7 
R 
? ? ?
?
?
???
??
?
????
??
???
?
?
??
C 
2.8 
15.7 
22.4 
26.5 
47.1 
0.0 
L 
15.0 
11.6 
10.0 
37.9 
32.1 
19.3 
9.2 
Generatio日
。 ，
??
?
?
1) Embryos that have pierccd thc shell but have not 1凶 chedwhcn incubation was terminated. 
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3. 適応度指数:世代ごとの適応度指数は第 4表のとおりであった.Lほの 01立代では46.596
であったが，近交31佐代では3.7:ちとなり， 4-5世代でやや回復した.しかし， 6世代では再び
3.2:ぢと小さくなり，系統維持が非常に困難となった.c区においても近交役代が進むにつれて
適応度指数が急減し， 41政代で5.6形となった.対照廷である R阪ではtl代により変動がみられ
たが， 6世代を過しての平均値は45.296であった.
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Fitness index. Table 4. 
Group 
1ミ
??
???
?????
0.453 
0.533 
0.453 
0.351 
0.336 
0.492 
0.549 
C 
0.453 
0.346 
0.101 
0.048 
0.0.56 
0.000 
L 
0.46.5 
0.368 
0.167 
0.037 
0.093 
0.162 
0.032 
Gencration 
A.: Fertility. 
A，: Viability (0…6 week). 
Fitness index口 AjxA2xAsxA，
Aj: 1王erトdayegg production. 
As: Hatchability per fertile egg. 
4. 性成熱釘齢と体璽:雄および離の性成熟日齢は第S表のとおりであった.世代によって各
区の平均値がかなり変動しているが，雄の性成熟日総は近交世代が進むにつれてやや遅れた.一
方，雌では L区と C 区の世代による遊延の程度が雄の場合より大きく， とくに CIZで顕著で
あった.
Scxual maturity. Table .5 
Female3) 乱1alej)
C;cneratIon 
R 
.53.6こと.5.5
49..5こと.5.5
60.8ート8.8
58.1ごと6.1
68.3土6.0
.53.6土5..5
47.3土4.4
.51.9士7.3
.50.8こと4.2
.56..5土6.7
52.3土.5.1
.53.6+6.2 
C L 
.50.0土 4.3
48.2:[← 4.2 
61.2:士14.0
60.7-1叩.5.8
.54.9こと 3.3 
.56.8ごと .5.9 
.56.2土 4.8
I主
47..5斗-4.2
42..5+3.3 
47.4土.5.9
44.9こと4.4
.51.0土6.0
47.9士.5.7
48.2こと.5.9
C 
47..5土4.2
42.8土4.4
.58.9+8.9 
49.1土.5.3
.52.9士.5..5
L 
44.1.士4.0
42.1-と3.9
53..5土11.5
46.7土 3.6
49.4:[ニ 4.8
49.1土 3.9
49.3土 4.4
???
??。
??
? ?
1) Age at first formy ejaculate (days). 
2) Agc at first egg (days). 
世代ごとの 6週および10週齢体重を第 6表と第 7表に示した. L底と Crz:の殺の 6週齢体設
は世代が進むにつれてやや小さくなる傾向があり，とく ;ζC区は41笠代で対照i涯に比絞して・15
96小さくなった.長jtの6:i鹿齢体重にも雄と同様な傾向が認められ， C区は4世代で対照区より 17
96小さい伎を示した.10週齢体重は雄，雌ともに6週i治体重とほぼ河様な傾向であり，とくに C
区のi援において減少の程度が著しかった.また， L rz:の雌の4世代と 6世代において，震内側体
変異が R匿に対して大きかった.
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Male body wcight at 6 and 10 wecks of agc. Tablc 6. 
10 weeks， g 6 wecks，宮Generation 
100.3こと5.7
108ふ土8.1
103.6上、7.3
105.9+ 7.1 
107.6と6.3
109.7土7.1
108.4+6.7 
R C 
100.3:と5.7
IOG.2+ 8.8 
99.5土7.4
106.2士6.9
98.8ごと6.2
L 
122.9+ 9.3 
133.6土 7.5
123.1 10.5 
125.5+ 14.3 
122.0こ 11.1
118.9土10.5
122.5ニ 10.3
90.8土9.6
99.9土7.3
94.9+6.8 
97.8 7.4 
94.2+9.9 
101.6十 7.2
96.2ゴ6.9
R 
90.8上9.6
98.2 6.9 
78.4.と13.8
94.61 7.9 
80.2.) 11.5 
c 
112.8公 9.G
124.2守 7.G
105.0:1.13.7 
114.3:1. 16.5 
100.81:15.0 
104.8二七12.2 
109.9土 8.1
????
Femalc body wcight at G and 10 wecks of age. -1、ablc7. 
10 wccks， g G wecks， g 
GCllcration 
R 
o 124.4 と10.0 99.5土 9.4 99.51ニ9.4 157.9土 9 . 1 132.8土10.1 132.8こと10.1
135.5と18.1 108.6Jニ10.2 113.9:1: 9.9 164.8ごと13.8 133.5:1 11.2 13G.5ご10.0
2 109.5土17.4 87.1こと12.5 102.5こと11.7 154.0こと 17.0 128.1ゴ.-13.2 134.3こと10.1
:~ 110.0ま10.5 95.4と13.2 106.5と10.4 152.0士10.5 127.8，七12.7 138.8こと10.6
4. 109.1 14.0 81.0こと10A 97.6こと10.7 147.6こと18.0 115.6ごと 6.8 133.2こと10.3 
5 123.5こと10.2 均一 110.4ごと 9.2 164.8こと 13.4- 140.1こと 9.5 
6 116.3士18.9 …一 105.6:士 9.4 150.7こと19.2 一 135.2土 9.4 
c R c: L 
5. 康郎数と卵璽 :IU:1¥;ごとのn:とmJ数と卵重は第 8表のとおりであった.jigml護士はR区が各悦
代43-45{協と一定しているのに対して， L院はかなり変動があり， 1ft代が進むにつれてしだいに
減少した.C院は21な代以降等しく減少し， 411:代では RI;{の約半数の産卵数となった.卵震は，
LIまにおいてW:代が進むにつれてやや終くなる総)立にとどまったが CI;{では31佐代以降有志:な
減少を認めた.
Number of cggs and cgg wcight. Tablc 8. 
Egg weight， gNo.ofeggs 
Generation 
R 
9.7:1: 0.5 
10.0ト0.7
10.2土0.7
10.0土0.7
10.2 ーと0.7
10.3土0.7
10.2土0.7
c 
9.7士0.5
9.8土0.7
9.5土0.9
9.0土1.1
8.7 1.2 
し
9.9ことO.G
10.01.1.0 
9.7士0.9
9.3こと0.6
9.9土1.1
9.7土0.8
9“6…ト0.9
43.2+8.1 
46.9ト7.6
44.4+8.6 
44.7ごピ6.0
44.0ト8.1
44.8ごと5.9
45.3.上6.0
IえC 
43.2土 8.1
42.6土 9.0
30.9てと 11.2 
36.9.と10.9
22.5土10.0
45.2ゴ二 7.5 
43.9+11.1 
30.6:1: 14.6 
33.1::1 8.0 
38.6ヰ 7.9
39.0ごと 5.8 
37日ふ 6.0 
???????
???
、
??
1) Numb付。f('寝耳s10100 days ofagれ
2) Egg weight from 91 to 100 days of agf'. 
考
受精率に関して，対照区では役代i羽i乙大きな蓬が認められなかったのに対して，近親交配を行
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なった LI3:と CIえではlit代が進むにつれてお:しく低下した.Sittmanら10) は近交係数が1096増
加すると受精率は11.0必低下し，新減ら8) は4.4形低下すると報告している. また Kulenkamp
ら3)によると，全兄妹交配を2世代続けると受精率の低下が著しいことを認めているが，ヌド笑験
では， L [哀で5世代， C 1までは41止代まで低下は見られず， L [乏が61引に C区が5tt代に奈つ
てはじめて大きく低 Fした.このように従来の給条と爽なる傾向が認められたことは， JEr段集団
の遺伝的特性と近親交配の程度の迷いに起関するものと考えられる.
ふ化2t;QC関して， Sittmanら10) と新城ら8) は近交係数が1096増加するごとにそれぞれ7.0Cb，
5.6タb1f;Tすることを報告しており， Kulenkampら3)は近交2W:代で急激な低下を認めた.本実
験では， Kulenkampらの観察結果と同様に近交21世代で顕著な低下を示した. その後のぽ代で
もふ化本の低下は大きく， とくに C区が悲しかった. このふ化i-yfの低下が近交系の維持を関長lE
にする主な原悶であると考えられた.ふ化率の低下はふ卵中の院の発生中止による.RIまの脹の
死亡はふ化直前に多かったが，近親交配誌では発生初期~中期l乙多く見られた.ふOIJ初期の発生
1' 1:.の原因について1;:燦ら7lは脳胞，神終岱， ，前1球などの形成に異常を認めている.
6週締までのBJ氏本は， L IKが31引に C区が2世代以後において大きく低下した. Sittman 
ら10) は近交係数の幼加につれてヒナの死亡がお:しく増すと報f会している. 主Ir減ら8) は4i盟iめま
での育成本は近交111:代と 2[11:代において念、激に低下したが，近交3tu:代では良くなったと述べ，
その原関として比較的背成本の高い系統のみが残ったことによると1Hz諭している.しかし，木実
験では新城らの報告8) と奨なり，世代前iの変動は大きかったが，育成都は;n:交2世代以降におい
て明らかに低下した.また適応度指数はtIt代によってかなり変動があるが， L区は 1悦代当り約
796， C 1まは9.1形と切らかに CI又の低下が大きく，最も低下した形質はふ化率であり，ついで
育成本であった.
性成熟El齢，体重，政#fJ数および卵震に対する近親交況の影響lζ践してのこれまでの報
告8河川)10) は，性成熟間総と産卵数lζ対する影響が大きいという点ではほぼ一致している.放のt!:
成熟日i総について，本実験では，各jI上代の平均値問の変動と各群内の変異が大きかったため， JIfJ 
i与な傾向が認められず，新城らの報告8)にあるような顕著な逃れを認める ζ とが出来なかった.
Jlltf~の初産日除は，対照13:と比較して近親交自己区で遮くなり，とくに C I3:で顕著であった. C 18: 
の産卵数の減少はこの初産日 1冷の遅れと関連している.
Sittmanら10)は6週齢体重に関して，近交係数が10形増加すると雄:2g，雌:4g小さくなると
報告しており，JIlfUとおける影響の程度が大きい原因として生殖器の発達の;遮れをあげている.二本実
験における Lほの 6:i1IJt姶および10避齢体重は世代が進むにつれてやや小さくなる程度であった.
これは Lほの法礎集団が体重K関して選抜され，体重に関与・する遺伝子がかなり閤定されてい
るため近親交況による影堺が弱かったと考えている.…方， C 1まの体重はIfJらかに減少し， 4 i社
代における 6 :ì郎総体主は対照 I~Jと対して土m : 15勿，雌:1796小さくなった.また10迎除体没の C
i又の減少程度は雄:896， n甘い 1396で雌が大きく， Sittmanら10)の紡糸と・致した.
ウズラにおいて強度の近親交況を紋続すると明らかにふ化率が低下・し，系統数が減少して5世
代以上の系統維持が悶難となった.C[Zは5世代で絶滅し， L区は6!lt代までに2系統となり，
引き続き兄妹交配を行なった結果， 8世代で系統維持が図難となった.抗日3ら4) は，ヘモグロピ
ン型を標識として毎日f代AB裂の Full-sib交配を行ない， 9世代まで系統を維持してきたが， ζ
の近交系の8避i総生存本は13.296ときわめて低い縦であったと報告している.新城ら8)9) は，ウ
ズラの近交系作1:1:¥と維持にあたって存者遺伝子の少ない近交系統を選び出し，間:代を進めると同
時lζ，近交退化現象が著しくなった時点では系統内ランダム交配を行ない，一度適時度の回復を
みてから再度近親交配を行なうべきであると述べ，近親交配によって有害遺伝子がかなり排除さ
[，Vd本・絞J五:ウズラの放的特質におよlます近親交配の彩縛 15 
れたと考えられる近交系間の交雑築関から，近交系の1'1:出が検討されるべきであることを指摘し
ている.また佐藤6) は近交係数の高い系統を基礎築関とした系統交配法および血縁関係のない3
家系を基礎集ほ!とした threepair rotation cross法を行ない，近交系の作任iと総持の可能性を見
いIHしている.
本実験l乙用いた LI~のウズラ 1洋は，過去 20llt代にわたり体重大方向に選抜を継続してきた閉
鎖集団である.従ってこれまでの集団内ラン夕、、ム交配による近交係数は， Wright12) によると約
2596と推定されるから， LI去のウズ、ラ群ott代の近交係数は，ランダム交配ウズラ併において会
兄妹交配を行なった 1悦代の近交係数に相当する.また L区の供試ウズラ鮮は，選抜過程で適応
[(tK関する諸特質Kx;Jして無意識の選抜がなされてきたものと考えられ， C区に比絞してある税
皮有害遺伝子が除去された集聞と考えられる， C区は民間染者から市販のウズラを購入し
て本研究家で21投代維持された集団から選出した併であり， 0悦代は半兄妹交配， 1 ~ 2t投代は
会兄妹， 3 t投代は系統内， 41社代は再び会兄妹交配を行なった.従って C区の近交係数は， 1 1立
代:12.5タム 2tIl:t~ : 31. 396， 3 ilt代:43.8必， 41佐代:5'1. 796となり， 21詮代以降の近交係数は
全兄妹交配与を迷絞した場合とほぼ同じであった.これらのウズラ群を用いた本実験の近親交配阪
である L庶と CIxの近交退化現象と維持1:代数にflらかな泣が認められたのは，本実験の 011上
代において， L 1まは有者i遺伝子がかなり除去されていた1;(e鴎であったためであろう.その給AE，
LIまは C区iζ対してj[交退化の程度が小さく， 6 Iltf¥;と71ft代に余兄妹交配を行なったにもか
かわらず81佐代まで系統が紙持できたものと々えられる.またこのことから，ウズラの近親交配
による適応皮の低下は， *Ii~r-遺伝子のホモ化によるものばかりでなく， )也氏;皮iζ関するポワジー
ン系のヘテロtl:の低下もその原因と忍われる. さらに，オ丈夫験の LIぎも近交81佐代において系
統の*fH守が関難になったことから，ウズラにおいてはマウスおよびラッテのように高い近交係数
を有する系統の造成と維持は非常に悶童話であることを示唆するものである.
摘 要
近交系ウズラの造Iili:を目的として，成立終日遂の災なる2t長問内でそれぞれ強度の近親交配を行
ない，近交退化の生ずる原悶を追究するとともに近交系ウズラの作出方法について論議した.
1. ウズラの近交退化現象はふ化率，育成本および初産13~絡に大きくあらわれ，受精ネ，体重
および卵霊については比絞的小ざかった.
2. ランダ、ム交配集開を~j~礎集団とした近級交配区 (C Ix) は5世代で絶滅したが，選抜集問
を基礎集団とした近親交配沢 (L150は81佐代まで系統を維持することができた.
3. 基礎悠I告が災なる Lほと CI乏において，それぞれの近交退化の脱皮と系統の維持|校代数
Kfljl僚な援を認めたことから，ウズ、ラのj[交j品化にはイTi害遺伝子のホモイヒよりも，ポリジーン系
遺伝子のヘテロ性の低下が大きく関与しているものと推論された.
引用文献
。成地雅生・ i滝本 m・松尾昭雄(1976). 6 j恩給i待体殺を指標として選抜・造成されたウズ?の系統
について.四日本子器産公会大会講演芸~ill'， 27， 3. 
2) 務 党議・佐藤勝紀・小林英文・伊東1[¥1--(1978). 返うど4技1代までにおける日本ウズラの受精ヰi，
解化率，育成E容について. Bii会報(第67邸大会~~~ìíîí袈旨)， 48， 13. 
3) Kulenl王amp，A. W.， C.M. Kulenkamp and T. H. Coleman (1973). The effects of intensive inbreeding 
(brother)( sister) on various traits in Japanese quail. Poultr:y Sci.， 52， 1240…1246. 
16 {佐賀大学tE学受:報第46号(1979)
4) lij[fI労災.)1: lo!Jl:見・綴n 勉・武lir/j!~ 治虫11 (1978). 近交系ウズラにおける復位i質多刻の特性: へ
テ口手目IJ悦の検討一一. El滋会報， 49， 607…613. 
5) Narayan， A. D. (1976) . Inbreeding components of body weight and growth rate in Japanese Cjuail. 
British PouZtry Sci.， 17，225-230. 
6) 佐藤勝紀 (1978). 実験用ウズラの巡伝的統御!と火法正tilf1i式の総必に関する研究. 昭和50-52/9"皮
文部l翁特定研究 r，ぷ滋・誌と禽の災験車iJ物化に i潟する調主主・ftJf究~ Tdf究報告w，録， 77-84. 
7) ー……・務 災義・小林英文・伊京伸一(1978). !lI交4jlt代までにおける日本ウズラの初JVJ阪の
発生'1'iI二について. E1 t'fi会報(第671il大会縦波主gil')， 48， 13. 
8) 新域別久・水ml .~~~. jJ月間関fl'(1971). IJ *ウズラにおける近交退化に関する研究. 家禽会誌， 8， 
231--237. 
9) (1972) . 近交系i百j交配ウズラにおける近交退イヒと滋伝的術家. ~支禽
会泌， 9， 254-260. 
10) Sittman， K. H. Abplanalp ancl R. A. Fras巴r(1966). Inbreeding depr・essionin Japanese Cjuail. 
Genetics， 54， 371-379. 
11) V日rghese，M. W. ancl A. W. Norclskog (1968) . Correlat巴clresponses in reprocluctiv巴五tnessto se-
lection in chikens. Genet. Res.， 11， 221…238. 
12) Wright， S.(1940) . Breecling structure of populations in relation to speciation. ilmeri. Naturalist， 
74，232-248. 
